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青野担当教員
実務
経験

ミュージシャン職種

様々なジャンルの職種で活動できるようグループでのコーラスワークを通じて歌唱する方法を学ぶ。楽曲
がどのような構成で作り上げられているかを理解する。コーラスワークを歌唱することによりハーモニー
を感得し、ピッチやリズム感、音感を向上させる訓練をする。大人数で合唱することにより発声を安定さ
せ、大きな声量で歌えるように喉や身体を訓練することを目的とする。

授業概要

①楽曲において美しいハーモニーが成立しているかを判断し、他のパートの音を聴きながら自分のパート
を歌唱することができる。②7thや9th等のテンションを用いたコーラスワークを理解し、歌唱することが
きる。③既存の楽曲に自身でハーモニーを付けて歌唱する能力を身に付ける。④オリジナル楽曲に自身で
ハーモニーを付けてアレンジする能力を身につけることを目標とする。

到達目標

自身のパートをただ歌うのではなく、コーラスワークに必要なニュアンスや発声法を理解し、個々が持っ
ている個性をコントロールし各他パートと寄り添いながら歌うという術を学ぶ。歌詞があるコーラスだけ
ではなく歌詞がないuh〜Ah〜で歌唱するコーラスワークについて学ぶ。楽曲が仕上がったら授業内でグ
ループ毎に発表し、パフォーマンスの技術を学ぶ。他のグループの仕上りを観ることで自身の技術の向上
に役立てる。

授業方法

試験20%、実技50%、平常点30%

成績評価方法

この授業では、キャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない
遅刻や欠席は認めない。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加
することを求める。音楽業界の動きや最先端プレイヤー等について概説するので、自分でも情報を収集
し、演奏技能の向上に努める事。授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができ
ない。

履修上の注意

配布プリント

教科書教材

有

実習種別

回数 授業計画

第１回

前期で歌った楽曲を復習し、理解を深める。

第２回

メロディとハーモニーの構成について理解する。

第３回

歌詞だけではなく、uh、Ahでのコーラスワークができる。



日本工学院八王子専門学校2020年度

ミュージックアーティスト科

コーラス４

(ヴォーカリストコース)

第４回

他のパートの音を聴きながら自身のパートを歌唱することができる。

第５回

コーラスワークを美しく演奏しながら魅力的なパフォーマンスができる。

第６回

英詞の発音、リズム感を理解する。

第７回

グルーヴィにフェイクして歌うことができる。

第８回

他のパートの音を聴きながら自身のパートを歌唱することができる。

第９回

コーラスワークを美しく演奏しながら魅力的なパフォーマンスができる。

第１０回

言葉のもつリズム感を理解し、歌唱することができる。

第１１回

メロディとハーモニーの構成について理解する。

第１２回

他のパートの音を聴きながら自身のパートを歌唱することができる。

第１３回

コーラスワークを美しく演奏しながら魅力的なパフォーマンスができる。

第１４回

後期で歌った楽曲を復習し、理解を深める。

第１５回

コーラスワークを美しく演奏しながら魅力的なパフォーマンスができる。
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